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村のよう廿；す凸：：
(5'月1日現在） 、

世帯数 i,423戸
人口 7,720人

男 ,・ 3,760人
女 3,960人

面積 46.65 
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1 0 a当り 3,~1 5分で消毒出来るスワス・スプレヤー

も
作
業
に
は
げ
ん
で
い
る
。

青
年
等
は
希
望
を
も
つ
て
今
日

ミ
）
。t
 

経
営
出
来
な
い
時
代
が
来
た
の

も
、
販
売
も
、
自
分
一
人
で
は

同
化
さ
れ
て
行
く
農
業
、
生
産

新
し
い
時
代
の
農
業
、
大
型
共

が
進
ん
で
行
く
。

と
年
寄
り
が
驚
く
速
さ
で
消
毒

た
ま
げ
た
な
ん
、

に
な
ん
…
…

負
つ
て
二
時
間
も
か
4

つ
た
の

俺
が
若
い
時
代
に
や
背
中
に
背

が
五
分
で
終
い
て
し
ま
っ
た
、

一
反
歩
の
田
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一三
H

一
六
日
よ
り
七
月
四
日
ま
で

日
本
脳
炎
予
防
接
種
村
内
一
円

乳
児
股
関
節
撮
影
母
子
セ
ン
タ
ー

ク

支

所

寄
生
虫
卵
検
査
学
校
全
児
童

一
五
日

二
0
日

二
―
日

二
二
日

ニ
八
日

七
・
五
日

一
五
日

館

体
育
指
導
委
員
会

青
年
学
級

公
民
館
運
営
審
議
会

社
会
教
育
委
員
会

青
年
学
級

青
年
学
級

公

民

教

育

委

員

会

一
六
日

教
育
委
員
村
内
学
校
訪
間

二
五
日
村
民
税
、
保
険
税
第
一
期
分
納
期

月

間

税

決

算

事

務

税

務

課

二
七
日

ニ
八
日

七
•
五
日 住

民

課

月

間

失

対

現

場

監

督

昭
和
四
十
二
年
度
林
道
設
計

建

設

課

二
0
日

農

業

委

員

二
―
日
作
物
防
除
打
合
会

月

間

農

業

構

造

改

善

事

業

産

4

業

課

二
七
日

談
会
全
員
協
議
会

消
防
団
幹
部
会

村
諮
会
第
三
回
定
例
会

総

務

課
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縦
横
に
配
置
さ
れ
た
農
道

は
作
業
能
率
が
上
り
心
配

さ
れ
た
用
水
も
水
持
ち
が

よ
い
た
め
不
足
を
感
じ
な

か
っ
た
た
め
五
月
中
に
は

実
施
地
怪
の
水
田
は
殆
ん

と
田
植
が
終
っ
て
し
ま
っ

た
。
田
植
を
し
て
い
る
お

〇工事完了後の田植風景

と・o北須釜地区のたば

こ圃場

r溢,,.,__,,,,,,,—111111—1111111~ 三

三震事メモi 目
:"， 1111-1111111-1111111-1111111......;1_ ＝ ’’ 

一'' 
①鶏のニユーカツスル病平田村に発生 目

ニューカッスル病については 4月10日発行の17 目
号広報の農事メモに掲載しましたがこんどは隣村 三

＝ の平田村に発生しましたので、本村にも発生する 三

一心配が多くなりました。5月末までに県内に発生し 三
た羽数は16,476羽となり 6月13日現在では21,243 : 一
羽となり、全国第11位の有難くない有名県となり 目
ました。全国では昨年417千羽の発生に対し、今年 目
5月末までに1,135千羽と2.7位になっており、今后が三

どの位発生するか予測できない状況にあります。 ＝ ＝ 
＝ この病気が発生しますと、家畜伝染病予防のため 三

病鶏及び感染したと予想されるその群の鶏を焼却 三
＝ することになりますので、飼育者の損害は膨大な 目

金額となります。又た発生した地域についての鶏‘三

は勿論生産卵の移動が禁止され、折角卵を産んで 三＝ も売ることができなくなりますが、予防注射をし ＝ 
た鶏の有効期限内の卵については、家畜保健所の ＝ 三

証明があるものは差支いないことになつおります 目
ので予防注射は必ず実施して Fさい。その他鶏舎 目
の消毒等も完全に実施するようお願いします。 ＝ 

＝ 
②イモチ病の予防について 巨

今年もイモチ病の、防除時期が近づいて来まし 目
た。特に今年は干ばつのため苗代時期が長かった 目
ので、苗イモチが多くなり、これを本田に持込ま 三

れて本田イモチの発生因となり平年よりイモチ病 目
の発生が早いものと予想されます。又た畑苗が増 旦
加しており、これらについても発生が早いので早 目
期発見につとめ、初期においてイモチ病の防除に 弓
よつて媛延をおさいることが肝要です。 自

⑧病虫害防除には委託防除（又は共同防 三
＝ 

除）を実施しましよう 一＇ . = 
夏の暑い日に汗を流して背おいの防除機を使う 三

時代は過ぎました。共同防除で昨年国補助で購入 言
した、スワスプレーヤーを使用して防除をいたし 三

ますと 1日1台で10----.:.15haは実施でき、なお薬剤 三
＝ は水和剤を使用しますので経費は 2分の 1ですみ ＝ 
＝ ますら村には現在3台の大型防除機があります0) = 

で、部落こぞって委託防除を実施するようお奨め
三→

一＝ いたします。 — 

の
増
加
に
よ
っ
て
資
金
に

当
て
る
こ
と
が
特
に
強
調

さ
れ
全
国
鉄
に
課
せ
ら
れ

て
い
る
訳
で
す
。
当
泉
郷

駅
に
お
い
て
も
例
外
で
な

く
増
収
の
た
め
あ
の
手
こ

の
手
と
、
き
め
細
か
く
探

し
求
め
に
忙
し
い
昨
今
で

あ
り
、
当
村
に
所
在
す
る

国
鉄
の
駅
と
し
て
、
是
非

と
も
当
玉
川
村
民
の
皆
さ

ん
に
協
力
を
お
願
い
載
く

外
な
い
の
で
あ
り
ま
す
。

と
こ
ろ
が
当
駅
は
水
郡

矢

吹

喜

代

野

泉

婦

人

会

長

福

田

量

平

須

釜

小

中

P
T
A
会
長

佐

久

間

勇

玉

川

村

青

年

団

小

針

安

司

民

生

委

員

総

務

鈴

木

直

春

北

須

釜

区

長

田

子

国

夫

学

識

経

険

者

塩

沢

正

夫

ク

線
で
も
、
特
に
立
地
条
件
う
。
皆
さ
ん
が
旅
行
す
る

の
悪
い
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
場
合
、
又
は
荷
貨
物
の
取

す
。
即
ち
、
郡
山
、
石
川
引
上
不
便
に
な
る
こ
と
も

間
に
は
、
国
道
―
一
八
号
さ
る
こ
と
な
が
ら
、
玄
関

線
が
、
平
行
線
と
し
て
控
口
と
し
て
の
国
鉄
の
駅
が

ぇ
バ
ス
は
、
頻
繁
に
往
来
縮
少
す
る
こ
と
は
忍
び
な

し
、
皆
様
利
用
の
中
に
飛
い
と
思
わ
れ
ま
す
。

込
ん
で
お
り
、
道
路
の
整
こ
の
よ
う
な
合
理
化
を

備
と
と
も
に
益
々
顕
著
に
防
止
す
る
に
は
、
や
は
り

な
っ
て
参
り
ま
す
。
時
勢
或
程
度
そ
の
駅
の
実
績
、

の
流
れ
と
言
っ
て
し
ま
え
つ
ま
り
、
収
入
叉
は
利
用

ば
そ
れ
ま
で
で
す
が
、
こ
度
が
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ

の
ま
4

の
状
態
を
続
け
て
ん
。
そ
の
た
め
に
は
で
き

行
き
ま
す
と
、
収
人
が
少
得
る
限
り
皆
さ
ん
方
が
、

い
た
め
迎
え
来
る
近
代
化
当
駅
を
利
用
し
て
下
さ
る

合
理
化
、
機
械
化
等
の
現

J

以
外
に
な
い
の
で
あ
り
ま

代
経
営
方
針
に
押
流
さ
れ
す
。
そ
の
た
め
に
現
在
増

い
つ
当
駅
が
そ
の
憂
目
に
対
策
の
一
っ
と
し
て
＾
臨

合
わ
さ
れ
な
い
と
は
保
証
時
列
車
に
よ
る
団
体
募
集

さ
れ
な
い
の
で
す
。
即
ち
も
実
施
し
て
お
り
ま
す
の

人
員
合
理
化
の
場
合
は
無
で
、
年
に
一
度
は
利
用
し

人
駅
に
、
荷
貨
物
諭
送
の
て
見
よ
う
と
な
さ
る
方
が

合
理
化
と
な
れ
ば
、
郡
山
あ
り
ま
し
た
ら
、
そ
の
体

或
は
石
川
等
と
比
較
的
取
制
に
よ
っ
て
お
力
添
い
を

扱
の
多
い
駅
に
統
合
し
●
下
さ
れ
た
く
、
伝
統
あ
る

そ
こ
か
ら
発
着
さ
せ
る
方
当
村
の
泉
郷
駅
を
、
利
用

式
に
変
る
等
の
形
と
な
っ
，
す
る
こ
と
に
御
協
力
下
さ

て
表
わ
れ
て
く
る
で
し
ょ
い
。
（
泉
郷
駅
よ
り
）
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集て毎ーす
団い年般が
給ま六家‘
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j

の
ほ
ど
竜
崎
地
内
こ

お
い
て
、
県
経
済
連
と
石

川
農
業
改
良
普
及
所
の
共

催
に
よ
り
、
田
植
機
り
実

演
会
が
行
わ
れ
た
。

こ
の
機
械
は
、
並
木
植

で
一
度
に
二
本
畦
を
植
え

て
行
く
も
の
で
、
一

0
ァ

ー
ル
当
り
二
時
間
か
ら
三

時
間
で
、
植
付
が
終
る
と

食
施
設
（
学
校
、
事
業
所

等
）
と
な
っ
て
い
ま
す
。

と
く
に
集
団
給
食
施
設
に

つ
い
，
て
は
じ
ゅ
う
ぶ
ん
注

意
し
て
い
た
だ
き
た
い
と

思
い
ま
す
。

食
中
毒
の
病
状

病
状
は
食
中
毒
の
種
類

個
々
の
体
質
に
よ
り
異
な

る
点
は
あ
り
ま
す
が
、
共

実
用
冒
画
一
樹
＿
＿
欄
＿

す
尤
r

ザ

1

|

云
う
も
の
で
実
に
便
利
で

あ
る
。
た
だ
欠
点
と
云
ヘ

ば
、
贖
付
す
る
苗
の
根
を

短
く
つ
く
ら
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
こ
と
と
、
水
田
の

代
掻
き
を
丁
寧
に
し
な
け

れ
ば
能
率
が
あ
が
ら
な
い

の
で
、
実
際
の
普
及
ま
で

は
少
し
時
間
が
か

A

り
そ

う
で
あ
る
。

ピ―-＝＝-=-＝＝＝-＝＝-＝＝＝＝＝＝＝=-
＝＝-＝=＝＝＝＝＝＝＝＝-l.il-＝＝＝＝＝＝＝＝＝=＝===-＝＝i-=＝＝＝＝――――――.――-＝==＝＝＝-＝＝-＝-=―-m=＝＝晶高温が現はれる見込で

雷
の
発
生
す
る
時
期
と
な
り
ま
し
た
9

一
す
。
し
か
し
そ
の
後
一
時

通
病
状
と
し
て
頭
輝
腹
痛
〗

111

的
梅
雨
の
も
ど
り
が
あ
り

雷
は
テ
レ
ビ
に
と
っ
て
は
大
敵
で
す
。
血
．
‘

吐
ぎ
気
、
下
痢
等
が
あ
り
一
雷
ど
テ
レ
ピ

1
1
.
l
-―

―
―
―
―
―
―
―
―
―
 

111

気
湿
の
低
い
期
間
が
あ
り

111

雷
が
落
ち
る
と
ア
ン
テ
ナ
や
フ
イ
ダ
ー
ば
か
り
で
な
く
皿

ま
す
°
食
後
こ
の
よ
う
な

Ill血
受
像
機
ま
で
焼
い
て
し
ま
う
こ
と
が
多
い
も
の
で
す
。
テ
皿

病
状
が
あ
っ
た
と
き
に
は

111

早
く
近
く
の
医
院
ゃ
病
院
〗
ャ
ピ
の
ア
ン
テ
ナ
に
雷
が
落
ち
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
が
一
本
格
的
な
夏
型
は
下
旬
後

で
治
療
を
受
け
て
く
だ
さ
一
近
く
に
雷
が
落
ち
て
被
害
を
受
け
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
一
半
こ
ろ
に
な
っ
て
か
ら
で

い
。
ま
た
軽
い
人
で
も
石
一
被
害
を
少
く
す
る
に
は
ア
ソ
テ
ナ
ポ
ー
ル
を
ア
ー
ス
す
一
し
ょ
う
。
し
た
が
っ
て
月

川
の
保
健
所
に
届
け
出
て
一
る
と
と
も
に
、
フ
ィ
ー
ダ
ー
（
テ
レ
ビ
の
ア
ソ
テ
ナ
線
）
皿
平
均
で
は
平
年
並
み
か
や

く
だ
さ
い
9

．

一
に
被
雷
器
を
つ
け
れ
ば
よ
い
の
で
す
が
不
完
全
な
工
事
で
〗

A

低
め
に
な
り
そ
う
で
す

111

八

月

全

般

的

に

変

動

食
中
毒
を
防
ぐ
コ
ッ
-
は
か
え
っ
て
雷
を
誘
導
し
や
す
く
な
り
ま
す
。

が
大
き
く
月
平
均
平
年
並

以
上
食
中
毒
の
概
況
に
一
頭
上
で
雷
が
鳴
っ
て
い
る
と
き
は
、
テ
レ
ビ
の
電
源
。
フ
111

つ
い
て
み
ま
し
た
が
、
こ
-
ラ
グ
を
コ
ン
セ
ソ
ト
か
ら
抜
き
フ
イ
ー
ダ
を
タ
ー
ミ
ナ
ル
一
み
、
後
半
は
時
々
低
温
が

1

現
は
れ
や
す
い
見
込
み
。

皿
か
ら
は
ず
し
て
屋
外
に
ほ
う
り
出
し
て
お
い
た
方
が
安
全
[

皿
で
す
。
楽
し
い
番
組
を
雷
に
よ
っ
て
中
断
さ
れ
る
の
は
残
血

の
恐
ろ
し
い
食
中
毒
を
防
血

一
念
で
す
が
、
安
全
第
一
、
い
さ
ぎ
よ
く
あ
き
ら
め
て
雷
を
一
＝

5
5
i＿
六

月

前

ぐ
に
は
い
っ
た
い
ど
う
す

一
敬
遠
す
る
よ
う
に
し
て
下
さ
い
o

'

（
郡
山
放
送
局
）

i

半
は
晴
れ
の

れ
ば
よ
い
か
、
ち
ょ
っ
と
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i

日
が
多
く
後
半
は
オ
ホ
ー

考
え
て
み
ま
し
よ
う
。

入

す

る

こ

と

。

⑪

化

学

薬

品

の

保

管

に

注

ッ

グ

海

高

気

圧

が

現

は

れ

食
中
毒
を
防
ぐ
に
は
ま

．．
 

⑮

冷

蔵

庫

等

は

過

信

せ

す

意

す

る

こ

と

°

曇

り

や

雨

の

日

が

多

く

な

ず
原
因
を
と
り
除
く
こ
と

．

り
ま
す
が
長
つ
ゞ
き
は
し

で
す
9

そ
こ
で
次
の
点
を

温
度
計
を
つ
け
る
こ
と

な
、
で
し
よ
う
。
月
の
総

よ
く
守
り
食
中
毒
の
な
い

日
ま
で
'
,
|
—

き

る

た

け

加

熱

す

え

天

気

予

報

[

遠

□

方
隻
V

哀

楽
し
い
生
活
を
送
つ
て
く
⑥
加
熱
て
き
る
食
ロ
ロ

l

⑦
生
も
の
は
で
き
る
だ
け

だ
さ
い
o
,

．

凰

洗

い

の

完

全

励

行

（

六

月

ー

八

月

）

七

月

中

旬

こ

ろ

ま

で

早
く
調
理
し
早
く
た
ベ

る

？

一

町

「

副

一

1

ハ

月

前

は

梅

雨

前

線

が

活

発

で

曇

消
毒
盆
逆
性
石
ケ
ン
等
）

こ、

R
5調
理
は
必
要
量
だ
け
っ

1
i
lー
半
は
比
較
的
‘
り
や
雨
の
日
が
多
く
局
地

＠
食
器
器
具
、
｀
ほ
う
ち
ょ

く
り
残
ら
な
い
よ
う
に
気
湿
の
高
い
日
が
多
く
後
的
な
大
雨
の
お
そ
れ
が
あ

ぅ
、
ま
な
い

t

ふ
き

す

る

こ

と

。

半

は

気

温

の

変

動

が

大

き

り

ま

す

。

ん
等
の
完
全
消
毒

9
0

煮

⑨
魚
介
類
は
で
き
る
だ
げ
く
ゃ
A
低

温

が

目

立

っ

て

八

月

前

半

は

夏

型

の

沸
消
毒
、
逆
性
石
ケ
ン

等
）

⑱

手

、

指

等

に

傷

が

あ

る

真

水

で

よ

く

洗

う

こ

と

く

る

見

込

み

。

気

圧

配

置

で

睛

れ

の

日

が

場

合

は

調

理

に

従

事

し

⑩

ネ

ズ

ミ

、

ハ

エ

、

ゴ

キ

七

月

前

半

ほ

低

温

が

多

い

が

後

半

は

時

々

前

線

演

な
い
こ
と
°

・

ブ
リ
、
等
の
衛
生
害
虫
現
は
れ
や
す
い
の
で
す
が
の
南
下
や
台
風
の
影
響
で

実0
．
④
調
理
の
材
料
は
新
鮮
で
は
徹
底
納
．
に
駆
除
す
る
月
半
ば
過
ぎ
に
は
、
梅
雨
雨
が
降
り
や
す
く
な
る
見

機

信

用

の

あ

る

店

か

ら

購

こ

と

。

明

け

を

思

は

す

一

時

的

な

込

み

で

す

。
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よ

女

を

マ

子

子

ミ

ミ

ツ

ゲ

工

枝

サ

ヨ

ウ

ウ

口

男

生

ツ

代

キ

ク

ッ

イ

ツ

ッ

―

キ

ト

I
j
I
j

田

‘

霊

を

し

増

す

を

て

°

館

喜

ト

キ

ク

ミ

田

釜

高

代

山

若

学

る

け

気

会

力

ま

員

え

ぃ

民

に

の

こ

体

し

溝

蔀

さ

）

公

須
小

崎

山

井

田

竹

林

藤

吹

和

山

井

円

野

曲

濡

角

大

小

佐

矢

大

松

溝

(

(

itけ
り

然

即

と

致

指

を

下

す

（

苗

下

老

中ま

日

‘

猪

に

ば

小

於

く

洪

一

上

施

宥

費

で

り

1
発

郷

梯

用

れ

が

0
．
員

こ

＇つ

て

が

向

実

体

会

ん

切

月

出

帰

山

磐

利

あ

い

p

0

委

力

い

民

位

を

の

、

込

-

8

時

時

梯

裏

ス

で

な

す

5

清

吉

郎

夫

義

一

重

勝

雄

春

―

―

寿

体

お

村

体

会

落

で

申

で

年

6

5
磐

山

バ

体

わ

ま

導

敬

六

利

勝

仁

忠

豊

正

清

常

孝

栄

内

2
前

後

津

登

切

康

問

き

人

田

名

4
午

午

会

り

貸

健

を

除

1

指

本

弓

井

木

竹

井

谷

原

内

森

丸

針

野

地

る

に

9

、

山

部

ま

で

[

5

譴

麟

区

麟

釦

暉

言

育

坂

真

溝

鈴

大

仁

円

高

近

石

中

小

草

克

し

に

親

村

望

月

務

順

き

費

体

を

山

と

に

め

希

7
事

会

着

伏

登

こ

然

た

、

て

館

先

と

l

＿
一
に
ぅ
自
の
で
し
民

r

m

3

3

四

峰

養

大

進

の

通

公

第 1回玉川村民登山会

,(2)ところ

(3)方法

_(.4)参加者

辺

生

高

寺

崎

釜

釜

屋

辻

員

中

法

須

須

吉

小

繹

ク

川

蒜

小

岩

竜

南

北

山

四

常
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税
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ら
ま
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印
紙
税
は
「
売
買
契
約
う
よ
う
な
場
合
も
適
用
さ

書
」
、
借
用
証
、
判
取
帳
れ
ま
す
か
ら
、
十
分
注
意

な
ど
各
種
の
証
書
や
帳
簿
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

な
っ
く
っ
た
時
に
か
A

る
国
税
庁
発
行
の
「
国
税
の

税
金
で
す
。
証
書
や
帳
簿
し
お
り
」
よ
り
日
常
使
用

を
つ
く
っ
た
人
が
、
定
め
さ
れ
る
主
な
も
の
を
書
き

ら
れ
た
額
の
収
入
印
紙
を
出
し
て
み
ま
し
た
。

ほ
り
、
消
印
し
て
納
め
る
④
不
動
産
等
の
所
有
権
移

こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。
転
に
関
す
る
証
書

と
こ
ろ
で
印
紙
税
の
か
（
不
動
産
売
買
契
約
書

2
る
証
書
や
帳
簿
に
は
多
不
動
産
交
換
証
書
、
売

く
の
種
類
が
あ
り
、
し
か
渡
証
書
）

も
最
近
に
お
け
る
経
済
取
④
消
費
貸
借
に
関
す
る
証

引
の
複
雑
化
に
と
も
な
っ
書
、
．
し
」

て
爾
紙
税
の
か
A

ー
る
も
の
（
金
銭
僭
用
書
、
金
銭

と
へ
ぃ
か
4

ら
な
い
も
の
と
消
費
貸
借
契
約
証
書
、

の
区
別
が
む
づ
か
し
く
な
住
宅
資
金
等
借
受
証
）

，
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
た
め
④
請
負
に
関
す
る
証
書

な
か
に
は
収
入
印
紙
を
は
（
請
負
工
事
契
約
書
、

る
べ
ぎ
書
類
に
は
ら
な
か
注
文
請
書
、
広
告
契
約

っ
茫
り
、
ま
た
金
額
の
ま
書
）

ち
が
っ
た
収
入
印
紙
を
は
④
運
送
に
関
す
る
証
書

っ
た
り
し
て
罰
則
の
適
用
（
運
送
基
本
契
約
書
、

を

受

け

る

場

合

が

多

く

あ

傭

船

契

約

書

り
ま
す
o•• 

"`
・
・

・

記

載

金

高

・

ぶ
印
紙
税
の
罰
則
は
、
法
一
ラ
一
千
円
未
満
の
も
の

律

を

知

ら

な

か

っ

た

と

い

非

課

税
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叫

九

州

の

旅

（

三

）溝

井

一

郎

，

-

雲

海

の

処

々

の

き

れ

め

よ

り

濃

紺

色

の

人

界

叩

血

が

見

ゆ

皿
飛
行
場
よ
り
た
ゞ
ち
に
来
た
る
宿
よ
り
は
黒

一

く

大

き

く

暮

る

ヽ

櫻

島

皿
宿
の
娘
の
語
る
訛
の
い
く
つ
か
は
聞
き
と
り

-
が
た
し
旅
遠
く
来
て

〗
海
の
面
は
ま
た
＜
暮
れ
ゆ
き
櫻
島
裾
辺
帯
状
叩

-

に

電

灯

と

も

し

た

り

・
ち
ま
た

-
r
遠
く
き
し
愁
ひ
さ
び
し
み
庇
児
島
の
夜
の
街
〗

〗
に
錫
の
盃
買
ふ

さ
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④
預
金
通
帳

（
貯
金
通
帳
、
積
金
辿

帳
、
相
互
銀
行
ま
た
は

無
尽
会
社
の
発
す
る
掛

金
通
帳
)

一
冊
一
年
以
内
の
付
込

に

対

し

て

一

0
円

R
家
賃
通
帳
、
受
取
通
帳

一
冊
一
、
年
以
内
の
付
込

に

対

し

て

二

0
円

R
判
取
帳

一
冊
一
年
以
内
の
付
込

に

対

し

て

二

0
0円

尚
左
に
掲
げ
る
証
書
帳

簿
ほ
印
紙
税
を
納
め
る
必

要
は
あ
り
ま
せ
ん
。

日
官
庁
又
は
公
署
の
発
行

す
る
証
書
帳
簿

⇔
日
に
奉
職
す
る
者
の
職

務
上
発
行
す
る
証
書
帳

簿

北ク南川部
須須
釜 釜辺落

わ
が
村
に
は
阿
武
隈
川

を
は
じ
め
、
大
小
あ
わ
せ

て
二
十
ヶ
所
近
く
の
用
水

池
が
あ
り
ま
す
。
い
ず
れ

も
子
供
た
ち
の
水
泳
ぎ
場

所
と
し
て
は
、
適
さ
な
い

危
険
な
と
こ
ろ
で
あ
り
ま

す
。
幸
い
わ
が
村
で
は
学

校
、
父
兄
た
ち
が
夏
休
み

中
の
水
泳
指
定
場
所
を
定

め
て
、
交
互
に
監
守
し
て

く
れ
ま
す
の
で
、
こ
の
二

年
間
子
供
の
事
故
は
全
然

あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
今

年
も
次
の
こ
と
を
守
つ
て

み
ん
な
で
水
死
事
故
を
な

く
し
ま
し
よ
う
。

※
幼
児
の
一
人
遊
び
を
さ

,,,,_,,,_~、.... ,, 
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逝

小飯増矢＇ 去
死お

針島子部 畠 悔
サカ キ美氏へ 9み

名五
タ ッ ミ ー 月申

‘分
の L

重虎一辰世死上

治重馬弥 書
胃届げ
名ヵ、ま

母母妻父続ツ
らす

柄__,_, 

靭

み
野
水
死
事
故
を
一

11-
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日書業良良土
本務事区地
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しめ井° 注自いせ、目チ

ぷ
ノ

春
季
大
掃
除

西
部
地
区

写

．

―

-

ク

東

部

地

図

写
・
六
大
越
村
長
初
登
庁

写
・
八
青
年
学
級
開
講
式

花
嫁
教
室
開
講
式

写
・
九
農
業
改
良
推
進
員

役

員

会

（

中
地
区
稲
作
講
習
会

写
・
―
―
―
村
議
会
全
員
協
議

、
会国

土
調
査
完
成
検
査

写
・
―
―
―
―
寒
冷
地
貨
付
牛
検

査
写
・
一
写
日
赤
募
金
配
分
会

議民
生
委
員
協
議
会

写
・
一
七
月
例
藍
査

写
・
一
八
教
育
委
員
会

写

を
設
け
る
。

※
池
の
水
泳
ぎ
は
絶
対
禁

止
す
る
。
学
校
な
ど
で

安
全
な
場
所
と
し
て
指

定
し
た
以
外
に
は
泳
が

せ
な
い
こ
と
。

※
溺
れ
た
子
を
助
け
る
に

は
一
人
で
入
ら
な
い
。

近
く
の
人
に
知
ら
せ
る

か
、
板
、
網
、
浮
袋
を

投
げ
て
や
る
。

泉
郷
警
察
官
駐
在
所

濤
直
叫
〗
い

ク

矢

ぃ

吹

豊

美

豊

ク

中

須

藤

安

義

安

広

長

竜

崎

小

林

清

子

正

明

孫

ク

鈴

木

幸

江

庄

二

長

北

須

釜

榊

枝

美

由

紀

安

孝

二

ク

矢

吹

宏

明

覚

治

孫

先
月
の
日
誌
よ
り

校
長
会

自
作
農
協
会
総
会

写
．
―
-
九
農
業
委
員
会

支
所

玉
川
村
教
育
研
究
会

写
．
―
-
―
-
第
二
回
生
ボ
リ
オ

ワ
ク
チ
ン
投
与
母
子 女女
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願のま皆つさろい天とに毎意すま忙穫魃で遅....や‘ 善 継支リ 通
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ー

一
戦
浚
者
等
の
遺
族
に
対
す
る
特
別
弔
慰
一

一
金
の
請
求
も
れ
の
方
は
あ
り
ま
せ
ん
か
一
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戦
没
者
等
の
遺
族
に
対

す
る
特
別
弔
慰
金
支
給
法

の
施
行
に
つ
い
て
、
昭
和

四
十
年
六
月
同
法
執
行
以

来
我
が
村
に
は
該
当
者
の

未
請
求
者
は
な
い
も
の
と

思
は
れ
ま
す
が
、
本
籍
、

玉

月

男

現
住
所
等
の
関
係
で
も
れ

て
い
る
方
が
あ
る
か
も
知

れ
ま
せ
ん
。
明
年
五
月
末

日
で
請
求
権
を
失
う
こ
と

に
な
る
の
で
該
当
さ
れ
る

方
は
早
急
に
請
求
さ
れ
る

よ
う
お
し
ら
せ
し
ま
す
。




